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▲約350年前（江戸時代初期）の越後平野
国絵図復元図

▲横田切れの様子
　資料提供：公益社団法人　土木学会 ▲資料提供：信濃川河川事務所

▲大河津分水

　約6000年前、越後平野は大きな入り江となっていて、ま

だ陸地ではなく海でした。やがて、その入り江に流れ込む

川が土砂を運び、入り江に土砂が堆積して越後平野を創り

ました。

　昔の越後平野は、沢山の潟や沼がある低湿地帯の中を、

信濃川をはじめとする大小の川が曲がりくねって流れてお

り、度々洪水がおきました。ひとたび洪水がおきると田畑

や家を流し、時には人々の命まで奪いました。

　平常時でも越後平野は水はけが悪く、腰までつかる深田

で農作業をしていました。このため、江戸時代中頃より日

本海に向けて人工河川を造り信濃川の水を日本海へ流す分

水路計画の必要性が考えられるようになりました。

地元の人々は何度も請願をくり返し、ついに明治3年、大河

津分水の工事を始めましたが、国の財政難や反対運動など

も起き、明治8年工事は中止されました。

　その後、新潟では次々に鉄道の建設が始まりました。

明治31年に北越鉄道(現：信越本線)の沼垂(現：新潟市)～一

ノ木戸（現：三条市)間、大正2年には越後鉄道(現：越後線)

の白山～柏崎間が開業しました。ともに、洪水の危険性が

高い地域を迂回するように建設されました。

　明治29年7月、越後平野は「横田切れ」と呼ばれる大水

害に襲われました。

　旧燕市横田をはじめいたるところで破堤し、長岡から

新潟まで、越後平野一帯が泥の海と化した未曾有の大水

害となりました。

　床上・床下浸水した建物は43,684戸、水をかぶった田

畑は58,257ヘクタール、低地では4ヶ月も水が引かず、衛

生状態の悪化によって伝染病なども発生し、洪水による

死者とあわせ1,200人を超える人が命を落としました。

川が創った越後平野

大水害「横田切れ」

越　後　平　野　の　歴　史
大河津分水完成～新潟における交通網の発達

　「横田切れ」を契機として、明治42年に再び本格的な工事が行われ、全長約10kmにも及ぶ規模の大

きさから、当時「東洋一の大工事」「東洋のパナマ運河」と称されました。特に河口部の約2kmは高

さ100m程の山を掘削する区間で、3回もの大規模な地すべりが発生し、分水路が土砂で埋まるなど非

常に難しい工事でした。掘った土の量は約2,900万㎥、のべ1,000万人の労働者が従事し、大河津分水

は工事が始まってから13年目の大正11年に通水しました。

　また、通水から5年後の昭和2年には水の流れにより川底が堀られ、大河津分水路側にあった堰が陥

没しましたが、新たな堰の建設など補修工事を行い昭和6年に22年の歳月をかけて大河津分水は完成し

ました。大河津分水の完成により、上流からの大水が下流へ流れるのを防ぎ、必要な量の水だけを下

流へ流すことができるようになりました。  

 　大河津分水の完成と、さまざまな治水の取り組みにより、越後平野の水害はほとんどなくなりまし                     

た。これにより、いままで洪水がおこる危      

険性が高い地域を迂回していた交通網は、

長岡市から新潟市まで直線的に結ぶことが

可能になり、上越新幹線、北陸自動車道な

どが建設され、下流域の市町村は大きな発

展をとげました。

　また、下流の川幅が狭くなったことによ

って左右岸の行き来がし易くなり萬代橋を

永久橋として架け替えるきっかけのひとつ

になりました。

メモメモ
大河津分水の施設は建設から70年以上も過ぎ老朽化
が進んだため改築を行い、洗堰(本川側)は平成12年に
可動堰(分水路側)は平成23年に通水しました。

横田切れの様子：破堤から21日後の燕市横田横田切れの様子：破堤から21日後の燕市横田

この図は、新潟大学理学部の小林巌雄教授の
絵をもとに制作しました。

▲約6000年前の越後平野
この図は、新潟大学理学部の小林巌雄教授の
絵をもとに制作しました。
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メモメモ
■明治43年の日交通量
歩行者／5，172人
　　　（参考：平成22年 4，843人)
車（人力、馬、荷）／2，289台

メモメモ
萬代橋建設は新潟県の直営工事と
して行われ、その費用は起債に求
め、国の補助金などで14ヶ年かけ
返済していきました。

メモメモ
杭は杉丸太材で出来ており、出
土状況から直径40cm前後、長
さは15m以上あったと思われま
す。

　昔、信濃川下流域には一つの橋もなく、旧新潟町と旧沼垂町との行き来は有料の渡し船だけで大変

不便なものでした。

　萬代橋は東西新潟の交流を支える大切な生命線として、また、本格的な自動車交通の幕開けに対応

するために、永久橋としての架け替えが急がれていました。

　大正11年の大河津分水路通水を期に信濃川は改修が行われ、川幅が１／３（770ｍ→270m)と大幅

に縮小されました。それにより、橋を永久橋として架け替える技術、費用とも実現可能なものとなり

、昭和２年７月に三代目萬代橋は工事に着工し昭和４年８月に完成しました。

萬代橋建設は昭和恐慌など多難な時代において総工費240万円が投じられ、その額は当時の国の道路

予算350万円、新潟県予算1,139万円等と比較しても巨額であり、萬代橋の架け替えがいかに重要であ

ったかがわかります。

　明治に入り、信濃川に橋を

架けることが新潟の将来の発

展に必要であると、明治19年

11月に木橋の初代萬代橋が完

成しました。

　当初、橋は個人所有の有料

橋でしたが、明治31年の鉄道

開通にともない人や物の往来

が増し、明治33年４月に県は

橋を買い取り無料橋となりま

した。

　橋が架けられてから20年余り経った明治41年３月、1770余戸が全焼した大火によって、萬代橋は避

難者の荷物から火がつき、半分以上も焼け落ちてしまいました。

　当時すでに萬代橋は多くの人馬車の通行があり、交通上重要な橋としてその通行を一日たりとも止

めることは出来ず、県は直ちに焼け残った萬代橋の基礎杭を使用し、明治42年12月に二代目萬代橋が

完成しました。

橋は、いつの頃からか音読みで
「ばんだいばし」とよばれるよう
になりました。

メモメモ

初代萬代橋(明治19年11月～明治41年３月)　橋長／782m　幅員／7.3ｍ　総工費／30,700余円
｢新潟萬代橋／五姓田芳柳　筆･新潟市歴史博物館蔵｣より

二代目萬代橋(明治42年12月～昭和４年８月)
　　　　　　橋　長／782m
　　　　　　幅　員／7.9ｍ
　　　　　　総工費／126,000余円

三代目萬代橋(昭和４年８月～現在)
　　　　　　橋　長／306.9m　幅　員／22ｍ
　　　　　　総工費／240万円

▲現在の川幅と大正3年当時の川幅(推定)

▲発見された杭▲萬代橋断面図(赤が発見された杭の位置)

　平成８年６月に万代ク口ッシング（地下横断歩道）建設工事において、初代・二代目萬代橋を

支えていた基礎杭が発見されました。

　杭の出土により当時の

萬代橋の姿の一部が伺え

ます。

三代目萬代橋　～永久橋の誕生～

百年のときを越え発見　（初代・二代目萬代橋基礎杭）

二代目萬代橋　～初代萬代橋の焼失～

初代萬代橋　～木の橋かかる・よろず代までも新潟の発展への願い～

よろずよばしからばんだいばしへ   （初代萬代橋～二代目萬代橋～三代目萬代橋 ）
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萬代橋 27,300

柳都大橋 22,800

八千代橋 11,200

昭和橋 34,200

千歳大橋 34,500

橋の自動車交通量（平成27年）（台/日）

メモ
８５年間の累計交通量は自動車で１０億台以上、歩行
者自転車で５億人以上と推定されます。

　当初、新潟市は新潟島を中心とする地域で、

市の発展とともに土地利用が進んだことから、

将来の港の近代化を行う余地がなくなっていま

した。

　沼垂町は明治37年新潟駅の開業とともに陸海

の交通の要として重要性が増していましたが、

独自に近代化を進めるには困難でした。

　三代目萬代橋が昭和4年から現在もなお遜色なく

機能しているのは、将来を見据えた当時の計画が

あったからです。

大正14年に実施された新潟市都市計画は、現在の

まちづくりの基本となりました。計画をうけ萬代

橋は当時、新潟電鉄の軌道敷(幅5.5m)を含む広幅

員(21.9m)となりました。しかし完成後、世の不況

で電鉄は軌道の建設を断念し、結果的に広幅員の

橋梁になったことが、現在の交通量をささえる要

因になっています。

　地域交流に重要な役割を果たした萬代橋は、昭和

30年代の高度成長期を迎え、飛躍的に自動車交通量

は増大していきます。

　さらに、昭和大橋(昭和６年)、八千代橋(昭和37年

)、千歳大橋(昭和60年)、柳都大橋(平成14年)と次々

と橋が架けられていきますが、萬代橋の交通量は今

もなお最も多く、新潟市の交通の大動脈として利用

されています。

　初代萬代橋が架かって以来、橋を介し新潟市

と沼垂町の東西両岸地域の結びつきは強くなり､

両市町は将来の発展には一体化が不可欠なこと

から大正３年に合併しました。

合併により新潟市は東新潟に大規模な港湾建設

を行うなど、都市の近代化に力を注ぎ、商業都

市として更なる発展を始め、その後、新潟市は

これを核とし飛躍的に広域化して行きました。

　歩道は当時として幅員を3.66m(現在3.77m)確保するなど、歩行者に対し十分な配慮がなされ、現在

の構造規格に対しても見劣りしないものです。また、歩道下には電気、ガス、水道、電話線など日常

生活に必要な施設が収められています。

大正３年の新潟 新潟市の合併の歴史

萬代橋及び柳都大橋における自動車交通量の推移

▲市内交通を支える萬代橋

▲建設当時の状況

３代目萬代橋の架け替え費用240万円のうち、40万円は新潟電鉄が旧
新潟駅と旧県庁間を結ぶ計画の一環として負担した民間活用事業でし
た。

萬代橋の用・強・美  （～用～新潟市の発展のかけ橋）
発展する新潟市　～地域と地域の橋渡し～

萬代橋における自動車交通　～自動車時代の幕開け・増大する交通～

萬代橋の「用」　～都市機能を支える～

メモ
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作業室

7.9m

▲災害復興事業によって架けられた永代橋（東京）

▲萬代橋を支える基礎の大きさ▲建設中の萬代橋

▲掘削を行う潜函夫▲掘削を行う潜函夫 ▲空気潜函工法概念図

メモメモ

メモメモ

▲萬代橋で実施された載荷試験 ▲５年毎に行われる橋梁点検

▲損傷した萬代橋取付部▲損傷した萬代橋取付部 ▲くずれ落ちた昭和大橋▲くずれ落ちた昭和大橋

▲復旧工事中の萬代橋▲復旧工事中の萬代橋

日本の空気潜函技術の確立　（萬代橋基礎工事）

萬代橋の工事は隅田川で震災復興を手がけた正子重三が率い
る技術陣によって行われました。

　当時の空気潜函工法は人力掘削に
よる厳しい作業でした。作業する潜
水夫は潜函病に対し徹底的な身体検
査が行われ、全工事で数名の軽病者
が出るに止まりました。
　なお現在は無人化された機械で掘
削するなど自動化が進んでいます。

　　萬代橋の巨大な基礎を造るにあたっては、当時の最新技術である空気潜函工法が使用されてい

　ます。これまで、外国人の技術指導のもと行われていた空気潜函工法は、新潟の萬代橋で初めて

　日本人技術陣だけの手によって行われ、この工事を期に空気潜函工法は日本の技術として取り入

　れられました。

　　技術陣(潜函巡業団)は萬代橋を架けた後、全国各地で数々の工事を手がけ日本の空気潜函工法

（ニューマチックケーソン工法）の発展に寄与しました。

　萬代橋の主構造は鉄筋コンクリートで出来ています。関東大震災の

直後に設計され、震災のときにアーチ形状の橋に被害が少なかったこ

と、潮風による腐食を考え将来にわたった維持

修繕も容易であること等から選定されました。

　また、萬代橋のアーチ支える基礎は、五階建

てのビル相当の鉄筋コンクリートの箱でできて

います。その巨大な基礎は水面下15ｍ余りの固

い地盤に達し、新潟地震においても揺らぐこと

なく橋を支え続けています。

　大正12年９月１日の関東大震災によって、東

京隅田川に架かる大部分の橋は消失し、震災復興

事業によって近代橋に架け替えられました。工事

は外国人技術者の指導を受けながら建設され、こ

の隅田川架橋が日本の近代橋梁技術を養い、萬代

橋架け替えの技術の源となりました。

　昭和39年６月16日、マグニチュード７.５の大地震が新潟市を襲いました。完成後間もない昭和大橋

は落橋、八千代橋は損傷が激しく車両の通行は不可能となりました。萬代橋は取付の部分に大きな損

傷を受けましたが、６連のアーチの部分は、ほとんど被害がなく、唯一車両通行が可能で、新潟市民

への物資補給など、災害復旧に大きく貢献しました。

▲燃えあがる石油タンク▲燃えあがる石油タンク

　萬代橋の「強」を確かなものとして、今後も新潟

の重要な道路として機能するために、不断に実施さ

れている補強・補修工事など、常にきめ細かい維持

管理が行われています。

萬代橋その強さ　～鉄筋コンクリートアーチ橋・橋脚を支える巨大な基礎～

関東大震災と萬代橋　～震災復興技術の移転～ 新潟地震　～実証された強度～

萬代橋の「強」　～機能の維持～

萬代橋の用・強・美  （～強～萬代橋と地震）



設計基本構造図

▲建設当時の萬代橋 

▲現在の萬代橋 

萬代橋その美しさ

萬代橋の用・強・美  （～美～萬代橋その美しさ）

■萬代橋の概要
　名　称　  萬代橋(ばんだいばし)                    
　所在地　  新潟市万代~下大川前通・川端町間
                   （ 一般国道7号）
　構造形式  鉄筋コンクリート造６連アーチ橋
　橋　長  　306.9m
　幅　員　  22.0m

■特徴
　1) 橋梁デザイン史上での価値が高い
　　充腹された躯体側面全体に花崗岩(御影石)を施す重厚な外観
　　連続アーチの律動感が巧みに表現された近代橋梁
　　力学的合理性に基づく近代的橋梁美が体現された構造物
　2) 技術的達成度を示す遺構として貴重
　　建設当時、鉄筋コンクリート構造物としてわが国最大支間を実現
　　(最大支間　L=42.4m)

市民の力で国の重要文化財に
　平成11年頃から、萬代橋が持つ魅力を見つめ直し、改めてその重要性を確認する動きが市民の間に

広がりました。その後、萬代橋の歴史的価値の継承や萬代橋を中心としたまちづくりなどについて話

し合い、重要文化財指定に向けて活動を開始しました。

　そして平成16年7月6日、ついに萬代橋は国の重要文化財に指定されました。これは、デザイン性と

技術的達成度の高さを示す遺構として、萬代橋を文字どおり、萬代(よろずよ)とするものです。

　萬代橋は、新潟市民の交通を支えるだけで

は無く、毎年春にはチューリップフェスティ

バル、夏には新潟まつり・萬代橋誕生祭、秋

には新潟シティマラソンと多くのイベントに

活用されており、新潟市民のシンボルとして

これからも親しまれていくことでしょう。

これからも市民に愛される橋

▲新潟まつり

　萬代橋の６つのアーチは、アーチ頂点にあたるところの厚さを極力薄くし、大きさを中心から両岸

に向かって小さく造ることによって、安定感とリズム感を与え、且つ、橋全体が描くなめらかな曲線

は軽快さを出すように配慮されています。

　萬代橋はアーチ形状で重量感をだし、さらに御影石の化粧張りと高欄が重厚さを加え、堂々とした

風格を造っています。

　また建設当時の街灯は欧風のガス灯を模したものでしたが、戦後中の物資不足から高欄部など鉄材

は取り外され長く建設当時の姿を見ることが出来ませんでした。

　しかし、平成16年、三代目萬代橋が完成して75年周年に、建設当時と同じ姿に復元する改修工事が

行われました。工事の内容は、橋詰広場が復元されたり、歩道に御影石を敷き融雪装置を設置したり

しました。なかでも、建設当時と同じ姿を復元することになった橋側灯の設置費には、市民からの寄

付1,800万円が充てられました。

平成26年8月の萬代橋誕生祭は国の重要文化財指定
10周年と新潟市・沼垂町合併100周年を一緒に祝い
ました。このイベントへの参加者は、6万６千人にのぼ
りました。
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